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大阪で空飛ぶクルマの実現をめざす理由

2025年大阪・関西万博をマイルストンとする空飛ぶクルマの実現を通し、人の移動や物流
の概念を大きく変え、大阪の産業振興に大きく寄与するものと認識

府域の新たな価値創造・産業振興への貢献
空飛ぶクルマは、人の移動や物流の概念を大きく変え、人々の生活やまちに新たな価値と活力を

与えてくれる可能性を秘めています。

幅広いビジネスへの広がりも期待されています。さまざまなアイデアや技術を持つ事業者による共創・

協業を通じ、新たなサービスの創出などを大阪の成長に繋げていきます。

大阪・関西万博での発信・レガシーの承継
2025年の大阪・関西万博での実現をめざしています。多くの課題をクリアする必要がありますが、
大阪の“やってみなはれ”の精神で、チャレンジする都市の活力と魅力を発信していきます。

さらに、万博で得た仕組みやノウハウ、チャレンジ精神などの万博レガシーを承継し、空飛ぶクルマの
さらなる普及・拡大による大阪・関西の発展をめざします。



ー Mission Ⅲ －

ー Mission Ⅱ －

大阪での空飛ぶクルマの

社会実装（事業化）をめざす実務的な協議体

ー Mission Ⅰ －

Green Table

Orange Table

空飛ぶクルマをキーにした

共創・協業プラットフォーム

Blue Table

広くオープンな意見交換

（フォーラム・ワークショップ）

×「子育て」

×「観光」

×「未来社会」

×「次世代」

×「ものづくり」

×「まちづくり」

×「インフラ」

×「……」

×「医療」

×「福祉」

×「サービス」 ×「災害対策」
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空の移動革命社会実装大阪ラウンドテーブルの概要

空飛ぶクルマの具体的な課題や提案を産官学が協力・連携して整理し、開発に向けた議

論や取組みの効率化を目的に、「空の移動革命社会実装大阪ラウンドテーブル」を設立

◼国の「空の移動革命に向けた官民協議会」
と連携し、制度設計等に向けた議論を
加速する

◼多様な人々とオープンに意見交換を実施し、
社会受容性の向上を図る

◼様々な事業者間での共創・協業を促し、
アイデアのかけ合わせにより新たな事業や
サービスを生み出す

Mission Ⅱ（Green Tableのミッション）

Mission Ⅰ（Blue Tableのミッション）

Mission Ⅲ（Orange Tableのミッション）
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令和3年度の大阪RTの位置付け

令和3年度の大阪RTは、2023～25年頃の大阪府・関西エリアにおける事業開始及び
2025年以降の事業拡大・普及に向けた、“アクションの土台”作りの場として活動

事業拡大・普及
大阪

・関西エリア

環境作り
（“場”作り）

空飛ぶクルマの実用化に向けた以降の“アクションの土台” 作り

実証実験補助事業

2020年 2021年～2022年（令和3年～令和4年度） 2023～25年 2025年～

事業開始
大阪

・関西エリア

Blue Table

Green Table

事業者

学識専門機関

行政

事業者

・・・

大阪府

要望・

調整事項

大阪府

大阪版
ロードマップ

８ｗ

空の移動革命に

向けた官民協議会

MaaS社会実装
推進フォーラム 大阪市

2025年日本
国際博覧会協会

大阪府

空飛ぶクルマ

に係る目標・想い・

課題意識・・・

RT参加者が持つ
事業化に係る考え

・アイデア・・・

アクションプラン
国への要望・

調整事項

大阪版

ロードマップ

EXPO 2025
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「大阪版ロードマップ」策定のコンセプト

「空飛ぶクルマ都市型ビジネス創造都市」を掲げ、空飛ぶクルマに係るビジネスモデルを創

造する都市としての発展をめざし、3段階での展開ステップを想定

2025年頃
＜立ち上げ期＞

パイロット搭乗／定期路線運航

（空飛ぶタクシー・娯楽・観光）

自動・自律飛行（パイロットレス）／

オンデマンド運航へ段階的に移行

自律飛行・オンデマンド中心

機体の大型化・多様化・量産化

万博を機に多くの人が

空飛ぶクルマを身近に体感

技術の進展により

日常的に使えるサービスに

空飛ぶクルマが

日常に溶け込むモビリティに

商用運航している姿を

世界に発信することで、

人材・企業・投資を呼込む

機体メンテ、スマート離着陸場運営、

自動航空管制、自動・自律飛行制御など、

周辺の関連ビジネス、イノベーションが進展

多様な空飛ぶクルマの運航を

支える仕組みとして、

大阪の産業経済が発展

2030年頃
＜拡大期＞

2035年頃
＜成熟期＞

運航エリアの

拡大イメージ

ライフスタイルの

変化

大阪の産業・経済
への影響

展開

ステップ

新たなモビリティとして空飛ぶクルマが社会生活の利便性向上に深く関わり

エアモビリティを活用したビジネスモデルを創造する都市として発展

空飛ぶクルマ都市型ビジネス創造都市

万博会場を中心に

商用運航を開始

都市部中心を含む

商用運航が拡大

広範囲でネットワーク化された

商用運航を実現



実証実験に

向けた環境整備

離着陸場の整備

事業環境の整備

社会受容性の確保に

向けた取組の推進

在阪・大阪RT Green 
/  Orange Table参画
事業者との連携

府内外の

自治体との連携

国との連携
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空の移動革命社会実装に向けた「大阪版ロードマップ」

官民一体となって大阪における空飛ぶクルマの事業化に向けた取組みを推進するための指

針として、今年度の大阪RT構成団体の総意により「大阪版ロードマップ」をとりまとめ

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

連
携

大阪府における実証実験

実施大方針

空飛ぶクルマに係る

事業拡大ステップ

環
境
整
備

より高度な技術を

用いた実証実験等

社会受容性の向上に資する実証実験等
（初期的な施策の実施）

社会受容性の向上に資する実証実験等
（より踏み込んだ施策の実施）

ビジネス開発・実証期間（実地検討） 事業拡大事業立上げ

2022年度 2024年度2023年度

地固め・下準備

ローンチ EXPO 2025
2030年度～2025年度 2026～29年度

事業性検証／デモフライト・オペレーション検証

初期投資・事業負担を軽減する資金

調達スキームの検討・構築
3 -4 スキームの運用・高度化

事業立ち上げ・拡大を情報面から支援する

インフラ・データ基盤の検討・整備
3 -3 インフラ・データ基盤の運用・高度化

府内での実証実験の支援体制・環境の整備1 -1 実証支援体制・環境の提供／機能拡張

安定運航を支える

後方支援体制・拠点の検討・整備
3 -2 後方支援体制・拠点の拡充

離着陸場の設置・構築に資する調査・検討2 -1 離着陸場設置エリアの拡大
高密度・高頻度運航に耐え得る

離着陸場の設置・構築
2 -2

事業者の効率的な事業運営・推進を支える

環境整備に向けた調査・検討
3 -1

社会受容性の向上に向けた施策の実施4 -2 社会実装を踏まえた施策の高度化

1

2

3

4
社会受容性の向上に資する調査・

コミュニケーション体制・基盤構築
（＋初期的な社会受容性の向上に向けたの取組の実施）

4 -1

ビジネスマッチング・新たな協業領域・

機会の発掘に向けた仕組みの検討
仕組みの整備・運用／今後の協業促進に向けた連携・働きかけ7 -1

社会実装に向けた

府内外の自治体との連携体制の構築
連携体制の運用・高度化6 -1

規制・制度／国の役割の明確化に向けた連携 国との継続協議・連携

7

6

5 5 -1
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令和4年度に着手予定のアクション一覧

大阪版ロードマップにて整理したアクションの着実な実施に向け、各年度における具体的な

取組み事項を取りまとめたアクションプランを策定

安定的な運航を支える離着陸場に必要な施設・設備の要件や機能、並びに設置場所候補地の

調査や確保に向けた検討などを通じ、以降の離着陸場の設置・構築に向けた指針を明確にする

府内での実証実験に係る事業者のニーズの明確化、及び実証用地としての貸出し・提供が可能と

想定される公有地や私有地の調査・発掘など、多様な実証実験を支える体制・環境を整備する

広域での現状の社会受容度や、国内外の社会受容性向上に資する取組みなど、以降の取組み検討に資する

情報を調査・整理すると共に、多様な人々の視点からの情報発信の促進並びに地域社会・
住民との効果的・効率的なコミュニケーションに資する体制・基盤を構築する

空の移動革命社会実装大阪ラウンドテーブルにおける議論を踏まえ、規制・制度に係る国への

要望などを行うと共に、大阪・関西万博での空飛ぶクルマの実現に向けた機運醸成などの
協調的な取組みを推進する

府内外の自治体との連携体制の構築に向けた方針検討を行うと共に、現状の空飛ぶクルマに係る

取組みの実施有無問わず、府内外の自治体などに対して連携の呼び掛けや連携体制の構築を図る

空飛ぶクルマを取り巻く産業の中から、在阪企業と国内外の企業などとの協業可能性が高い事業領域、及び

重点的に協業促進を図る事業領域を調査・検討した上で、大阪・関西エリアにおける
事業参入への関心を高め、協業機会創出に繋がる仕組みの検討を行う

大阪・関西エリアにおける有望運航ルートやユースケースなどを踏まえて、空飛ぶクルマに係る事業

モデルを整理すると共に、事業モデルの実現に必要となる「あるべき体制や基盤」（後方支援体制・
拠点、インフラ・データ基盤、資金調達スキームなど）の整備・構築に向けた指針を明確にする

府内での実証実験の

支援体制・環境の整備

離着陸場の設置・構築に

資する調査・検討

事業者の効率的な

事業運営・推進を支える

環境整備に向けた調査・検討

社会受容性の向上に資する調査

／コミュニケーション体制・基盤構築
（＋初期的な社会受容性の向上に向けた取組の実施）

ビジネスマッチング・

新たな協業領域・機会の

発掘に向けた仕組みの検討

社会実装に向けた

府内外の自治体との連携体制の構築

規制・制度／国の役割の

明確化に向けた連携

1-1

2-1

3-1

4-1

5-1

6-1

7-1
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関西エリアにおける空飛ぶクルマ活用のイメージ

関西エリアにおいては、空港と都市や、都市と都市（観光地等）を結ぶ輸送手段として

の空飛ぶクルマの活用を想定

50km

100km

150km

2拠点生活者が週1回の
大阪都心部への通勤に

観光客が大阪観光

と併せて古都観光へ

出張で瀬戸内地域の

拠点から大阪の本社へ

観光客が足を伸ばして

伊勢・志摩観光へ

ワーケーション中の会社員

が会議のため大阪へ

関西エリア 大阪府
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大阪府における空飛ぶクルマ活用のイメージ

大阪府内においては、府内の各地を結び、住民・地域社会や観光客にとって、より便利で

価値のある移動を実現する移動手段としての空飛ぶクルマの活用を想定

最高級のおもてなしを

受けつつ臨海部へ

渋滞を回避しつつ

ストレスフリーで空港へ

医師等が傷病者の

発生場所へ急行

少し足を伸ばして

空の史跡巡りへ

臨海部の夜景を臨む

ナイトクルージングへ

MaaSサービスと連携し
遊覧も兼ねた移動に

10km

5km

急ぎの時の

通勤の足として

20km

30km

関西エリア 大阪府
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